
は
　
じ
　
め
　
に

梁

敏
　
見

　
冒
瀬
（
一
七
三
六
一
一
七
八
八
）
『
通
俗
編
』
に
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

　
　
今
村
塾
所
誦
干
家
詩
者
。
上
集
七
言
絶
八
十
飴
首
。
下
集
七

　
　
言
律
四
十
飴
首
。
大
半
在
後
村
選
中
。
蓋
捷
其
本
暦
則
之
耳
。

故
詩
僅
敷
十
家
而
価
以
干
家
為
名
。
下
集
綴
明
祖
送
楊
文
廣

征
南
之
作
。
可
知
其
壇
則
之
者
乃
是
明
人
。
（
い
ま
、
村
の
私

塾
で
誦
ま
れ
て
い
る
『
千
家
詩
』
は
、
上
集
の
七
言
絶
句
八
十
首

余
り
、
下
集
の
七
言
律
詩
四
十
首
あ
ま
り
で
、
そ
の
大
半
が
後
村

の
選
中
に
あ
り
、
（
『
千
家
詩
』
は
）
思
う
に
『
後
村
選
』
に
基
づ

い
て
、
こ
れ
を
増
改
し
た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
わ
ず
か
数
十

名
の
詩
人
で
あ
る
の
に
「
千
家
」
と
名
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
下
集
に
「
明
祖
楊
文
廣
の
征
南
を
送
る
」
詩
が
収
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
増
改
を
行
っ
た
人
間
が
す
な
わ
ち
明
人

で
あ
っ
た
と
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
）

　
上
述
の
「
後
村
選
」
と
は
、
劉
克
荘
（
一
一
八
七
－
こ
一
六
九
）

の
編
纂
し
た
『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
干
家
詩
選
』
（
以
下
『
詩
選
』

と
略
称
す
る
）
を
指
し
、
ま
た
清
初
の
私
塾
に
お
い
て
広
く
伝

わ
っ
て
い
た
『
干
家
詩
』
は
、
『
詩
選
』
と
同
一
の
も
の
で
は
な

く
、
別
個
に
存
在
す
る
簡
略
な
テ
キ
ス
ト
（
版
本
）
で
あ
る
。

『
干
家
詩
』
の
選
詩
体
例
は
ま
ず
七
言
絶
句
・
律
詩
、
次
に
五
言

絶
句
・
律
詩
の
四
種
の
近
体
詩
が
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
の
中

で
更
に
春
夏
秋
冬
の
順
に
各
詩
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
考
証
に
よ
れ
ば
、
『
干
家
詩
』
の
中
の
七
言
類
の
ほ
と
ん
ど
が

お
そ
ら
く
宋
・
元
の
間
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
底
本
の
大
部

分
が
『
詩
選
』
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
五
言
類
の

全
て
は
唐
詩
で
あ
り
、
七
言
類
と
は
異
な
っ
て
中
晩
唐
以
降
の
近

体
詩
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
基
づ
く
と
こ
ろ
が

異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

-
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増
補
版
の
題
署
に
よ
る
と
、
作
者
は
「
謝
彷
得
（
一
二
二
六
－
一

二
八
八
）
選
、
王
相
注
」
と
あ
る
。
謝
彷
得
は
か
つ
て
趙
蕃
二

Ｉ
四
三
－
一
二
二
九
）
・
韓
涜
（
一
一
六
〇
－
一
二
二
四
）
合
編
『
唐
詩

絶
句
』
に
注
評
を
加
え
た
こ
と
か
あ
り
、
こ
れ
は
宋
元
代
に
お
い

て
大
変
流
行
し
た
唐
人
七
言
絶
句
選
集
と
な
っ
た
。
明
代
の
王
相

が
か
つ
て
撰
し
て
注
を
加
え
た
『
新
銭
万
一
言
干
家
詩
』
も
ま
た
幼

童
教
育
に
積
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
こ

ろ
、
現
在
伝
わ
る
『
干
家
詩
』
と
は
お
そ
ら
く
二
種
の
書
物
を
合

刊
し
た
も
の
で
、
一
つ
が
謝
彷
得
の
七
言
本
で
、
も
う
一
つ
は
王

相
の
編
纂
し
た
万
一
言
本
で
あ
る
。
そ
の
編
纂
は
お
そ
ら
く
二
度
に

分
け
ら
れ
、
ま
た
後
世
に
お
い
て
も
増
改
を
経
て
き
た
。
劉
鵠

二
八
五
七
－
一
九
〇
九
）
の
『
老
残
遊
記
』
第
七
回
に
は
次
の
よ
う

な
記
述
か
お
る
。

　
所
有
方
圓
二
三
百
里
。
學
堂
裏
用
的
『
三
』
『
百
』
『
干
』

『
干
』
都
是
在
小
琥
裏
販
得
去
的
。
一
年
要
鎗
上
萬
本
児
。

（
周
囲
二
三
百
里
に
わ
た
る
地
域
で
は
す
べ
て
、
学
校
で
は
『
三
』

『
百
』
『
千
』
『
千
』
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
全
て
が
書
店
直
売
で
、
一

年
間
で
の
売
り
上
げ
は
一
万
冊
に
も
及
ぶ
の
だ
。
）

『
三
』
『
百
』
『
干
』
『
干
』
は
す
な
わ
ち
『
三
字
経
』
『
百
家
姓
』

『
干
字
文
』
『
干
家
詩
』
を
指
し
、
『
老
残
遊
記
』
の
記
載
に
よ
れ

ば
、
『
三
字
経
』
『
百
家
姓
』
『
干
字
文
』
は
『
干
家
詩
』
に
比
べ

て
売
れ
行
き
が
よ
か
っ
た
よ
う
で
、
一
般
の
私
塾
に
お
い
て
は
必

ず
し
も
詩
が
読
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
識
字
の
目
的
の
た
め
に

『
三
字
経
』
『
百
家
姓
』
『
干
字
文
』
が
必
読
書
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
掴
瀬
は
『
通
俗
編
』
の
中
で
清
初
に
流
行
し
て
い

た
テ
キ
ス
ト
は
既
に
増
楠
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、

ゆ
え
に
『
老
残
遊
記
』
に
見
え
る
『
干
家
詩
』
と
は
、
ま
さ
に
謝

坊
得
本
と
王
相
本
を
合
刊
し
た
増
補
本
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
『
干
家
詩
』
は
数
百
年
に
わ
た
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
伝

わ
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
『
干
家
詩
』
が
非
常
に
成
功
し
た

童
蒙
書
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
『
干
家
詩
』
の
七
言
絶
句

の
部
分
は
従
来
最
も
好
評
を
博
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
宋
元

代
か
ら
そ
の
使
用
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
七
言
律
詩
に
お
よ
ん
で

は
、
王
相
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
か
ど
う
か
も
今
の
と
こ
ろ
明
確

な
証
拠
と
な
る
も
の
は
な
い
が
、
四
十
八
首
の
七
言
律
詩
の
う
ち

二
首
が
明
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
七
言
律
詩
の
部
分
が
宋
元
以
降
に
は
じ
め
て
編
纂

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
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二
、
『
千
家
詩
』
に
見
え
る
繊
細
か
つ
具
体
的
な
春
情

　
『
干
家
詩
』
の
七
言
絶
句
が
一
貫
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
そ
の
中
の
詠
１
　
詩
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の
書
が

童
蒙
書
と
し
て
い
か
に
成
功
を
可
能
に
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
て
い
こ
う
と
思
う
。
『
干
家
詩
』
の
春
の
描
写
は
生
活
の
息

吹
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
伝
統
的
な
詠
春
詩
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
頌
春
・
惜
春
・
傷
１
　
に
他
な
ら
ず
、
こ
の
『
干
家
詩
』
の
詠

春
詩
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
が
、
頌
春
・
惜
春
・
傷
春
に
関
わ
ら

ず
『
干
家
詩
』
に
見
え
る
詩
に
は
楽
観
的
な
基
調
が
顕
著
に
現

れ
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
朱
淑
真

二
〇
九
五
－
一
百
二
）
の
「
落
花
」
は
も
と
も
と
惜
春
詩
で
あ
る

が
、
感
傷
に
流
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

連
理
枝
頭
花
正
開
。
炉
花
風
雨
便
相
催
。
願
教
青
帝
常
為
主
。

莫
遣
紛
紛
貼
翠
苔
。
（
連
理
の
枝
頭
　
花
正
に
開
き
、
花
を
炉

み
て
風
雨
便
ち
相
催
す
。
願
わ
く
は
青
帝
を
し
て
常
に
主
と
為
し
、

紛
紛
と
し
て
翠
苔
に
黙
す
る
こ
と
莫
か
ら
教
め
ん
。
）

弄
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
自
ら
の
手
で
自
身
の
運
命
を
掴
み

と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
思
い
い
た
る
の
で
あ
る
。
こ

の
種
の
不
可
能
で
あ
ろ
う
こ
と
も
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
頑
強
な

意
志
は
、
王
令
（
一
〇
三
二
一
一
〇
五
九
）
の
「
送
春
」
詩
の
中
に

も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

三
月
残
花
落
更
開
。
小
樹
日
日
燕
飛
来
。
子
規
夜
半
猶
啼
血
。

不
信
東
風
喚
不
回
。
（
三
月
残
花
落
ち
更
に
開
き
、
小
櫛
日
日

燕
飛
来
す
。
子
規
夜
半
に
猶
お
啼
血
し
、
東
風
喚
き
て
回
ら
ざ
る

を
信
じ
ず
。
）

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
夜
半
に
絶
え
間
な
く
鳴
く
な
か
、
過
ぎ
去
ろ
う

と
す
る
春
を
引
き
止
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
感
傷
に
流
さ
れ

て
し
ま
わ
な
い
こ
の
種
の
春
情
は
、
四
十
八
首
の
詠
春
詩
に
共
通

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
訊
刺
、
説
理
、
描
写
を
問
わ
ず
、
そ
の

随
所
に
生
気
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
干
家

詩
』
の
春
情
の
下
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｉ
。
風
景
構
図
の
構
成
手
法

『
干
家
詩
』
の
七
言
絶
句
の
泳
１
　
詩
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
風
景
描

詩
人
は
花
の
散
る
な
か
佳
人
の
薄
命
を
嘆
き
、
自
然
の
神
に
翻
　
　
写
に
よ
る
叙
情
作
品
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
盛
唐
詩
の
よ
う
な
、

３



あ
る
種
の
壮
大
な
時
空
間
を
持
つ
詩
篇
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、

杜
常
（
一
〇
六
五
年
進
士
）
の
「
味
華
清
宮
」
に
た
だ
一
首
に
見
ら

れ
る
の
み
で
あ
る
。

行
轟
江
南
敷
十
程
。
暁
風
残
月
人
草
清
。
朝
元
閣
上
西
風
急
。

都
人
長
楊
作
雨
聾
。
（
行
き
て
江
南
敷
十
程
を
婁
く
し
、
暁
風

残
月
華
清
に
入
る
。
朝
元
閣
の
上
西
風
急
な
り
、
都
べ
て
長
楊

に
入
り
て
雨
聾
を
作
す
。
）

　
こ
の
詩
は
空
間
構
成
が
や
や
難
し
く
、
第
一
聯
の
地
点
は
ま
ず

江
南
か
ら
華
清
宮
（
映
西
省
）
へ
と
転
じ
、
次
に
第
二
聯
で
華
清

宮
の
朝
元
閣
か
ら
江
南
の
長
楊
殿
に
再
び
戻
る
。
そ
の
上
、
時
間

の
幅
は
既
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
非
常
に
大
き
な
ス
パ
ン
を
待
ち
、

唐
代
絶
頂
期
の
華
清
宮
と
朝
元
閣
か
ら
、
続
い
て
南
朝
陳
代
の
長

楊
殿
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
広
大
な
時
空
間
を
活
用
し

て
、
現
在
と
過
去
の
対
比
を
際
立
た
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
作
者
は
末
代
の
人
と
言
わ
れ
て
お
り
、
盛
唐
と
南
朝
陳

の
遺
跡
を
前
に
栄
枯
盛
衰
の
感
慨
を
寄
託
し
て
詠
っ
た
の
で
あ
ろ

詩
の
時
空
開
か
広
大
で
あ
れ
ば
そ
の
構
成
は
難
し
く
な
り
が
ち

で
あ
る
が
、
『
干
家
詩
』
七
言
絶
句
で
は
こ
の
ヶ
Ｉ
ス
は
少
な
く
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
つ
の
風
景
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
情
緒
の
動

き
も
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
詠
春
の
部
分

で
風
景
構
図
の
構
成
に
い
く
っ
か
の
異
な
っ
た
手
法
を
用
い
て
い

る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

謝
彷
得
「
花
影
」
と
王
安
石
（
一
〇
二
Ｔ
一
〇
八
六
）
「
春
夜
」
で

は
、
時
間
軸
に
し
た
が
っ
て
四
句
が
連
ね
ら
れ
、
一
句
に
一
句
を

接
ぐ
形
で
春
の
景
色
を
描
写
し
て
い
る
。

重
重
堡
塁
上
瑶
台
。
幾
度
呼
童
掃
不
開
。
剛
被
太
陽
収
拾
去
。

部
教
明
月
送
将
来
。
（
重
重
畳
畳
と
し
て
瑶
台
に
上
る
、
幾
度
と

童
を
呼
び
掃
く
も
開
か
ず
。
剛
（
た
）
だ
太
陽
を
収
拾
し
去
せ
、

卸
っ
て
明
月
を
し
て
将
来
を
送
り
せ
し
め
ん
）

（
「
花
影
」
）

金
櫨
香
値
漏
聾
残
二
羽
剪
軽
風
陣
陣
寒
。
春
色
悩
人
眠
不
得
。

月
移
花
影
上
欄
粁
。
（
金
櫨
香
値
き
漏
聾
残
か
に
し
て
、
剪
剪

た
る
軽
風
陣
陣
と
し
て
寒
し
。
春
色
人
を
悩
ま
せ
眠
る
を
得
ず
、

月
移
り
　
花
影
欄
粁
に
上
る
。
）

（
「
春
夜
」
）

「
花
影
」
と
「
春
夜
」
は
ど
ち
ら
も
時
間
の
流
れ
に
し
た
が
っ

４



て
作
ら
れ
た
詩
で
、
「
花
影
」
の
作
者
は
童
子
を
呼
ん
で
散
っ
た

花
の
掃
除
を
さ
せ
、
夕
暮
れ
に
な
る
頃
に
よ
う
や
く
そ
の
花
を

片
付
け
終
え
、
ま
も
な
く
月
が
東
の
空
に
昇
り
、
ま
る
ま
る
と
し

た
月
影
を
映
し
出
す
の
で
あ
る
。
「
春
夜
」
で
は
、
詩
人
が
春
の

夜
に
翰
林
院
の
宿
直
に
あ
た
り
、
空
か
ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
頃
、
詩

人
は
眠
れ
ず
そ
れ
を
春
の
せ
い
に
し
て
、
庭
を
歩
き
な
が
ら
月

が
花
影
に
う
つ
っ
て
い
く
さ
ま
を
見
つ
め
る
の
で
あ
る
。
蘇
弑

二
〇
三
七
上
一
〇
一
）
の
「
春
宵
」
で
は
、
時
間
軸
に
沿
っ
て
詩

句
が
配
列
さ
れ
る
ほ
か
、
冒
頭
に
主
題
を
明
示
し
た
後
に
「
鋪

陳
」
的
描
写
を
す
る
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

春
宵
一
刻
値
千
金
。
花
有
清
香
月
有
陰
。
歌
管
棲
豪
聾
細
細
。

秋
干
院
落
夜
況
況
。
（
春
宵
一
刻
千
金
に
値
し
、
花
に
清
香
あ

り
月
に
陰
あ
り
。
歌
管
の
楼
豪
聾
細
細
た
り
、
秋
の
千
院
落
夜

況
況
た
り
。
）

　
詩
の
第
一
句
で
「
春
の
宵
の
一
刻
は
千
金
に
値
す
る
」
と
、
冒

頭
か
ら
そ
の
詩
の
主
題
を
明
ら
か
に
し
て
し
ま
い
、
あ
と
の
三
句

に
春
の
宵
に
酔
う
人
の
目
か
ら
見
た
情
景
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ

て
い
る
。
一
句
に
一
つ
の
風
景
と
い
う
構
成
は
、
杜
甫
（
七
一
〇
－

七
七
〇
）
「
絶
句
四
首
之
三
」
に
お
い
て
も
見
え
る
。

雨
個
黄
鵬
鳴
翠
柳
。
一
行
白
鷺
上
青
天
。
直
含
西
嶺
千
秋
雪
。

門
泊
東
呉
萬
里
船
。
（
両
個
の
黄
鵬
翠
柳
に
鳴
き
、
一
行
の
白

鷺
青
天
に
上
る
。
腐
に
は
西
嶺
の
千
秋
宵
を
含
み
、
門
に
は
東
呉

の
萬
里
船
を
泊
す
。
）

　
一
句
ご
と
に
一
風
景
が
描
か
れ
、
第
一
聯
で
は
近
く
と
遠
く
、

下
と
上
、
静
と
動
の
対
比
が
描
き
出
さ
れ
、
第
二
聯
で
描
か
れ
る

の
は
、
窓
か
ら
見
え
る
遠
く
の
山
と
門
の
外
に
見
え
る
長
江
に
浮

か
ぶ
船
、
一
方
は
「
千
秋
雪
」
と
時
間
を
示
し
、
も
う
一
方
は

「
萬
里
船
」
と
地
点
を
示
し
て
い
る
。
画
幅
全
体
の
遠
景
に
は
山

と
遠
く
へ
と
向
か
う
船
、
近
景
に
は
青
々
と
し
た
柳
と
黄
鵬
、
上

空
に
は
青
空
と
白
驚
か
描
か
れ
て
い
る
。

　
一
・
三
句
式
の
主
題
明
示
・
鋪
陳
描
写
の
手
法
、
一
句
に
つ
き

一
風
景
の
手
法
の
ほ
か
、
景
物
を
二
句
に
分
け
て
描
い
た
後
、
次

の
二
句
で
は
一
つ
の
物
を
描
く
と
い
う
手
法
が
、
高
婚
（
八
七
六

年
進
士
）
「
上
高
侍
郎
」
や
杜
牧
（
八
〇
五
－
八
五
三
？
）
「
江
南
春
」

で
は
と
ら
れ
て
い
る
。

天
上
碧
桃
和
露
種
。
日
逞
紅
杏
倚
雲
栽
。
芙
蓉
生
在
秋
江
上
。

不
向
東
風
怨
未
開
。
（
天
上
の
碧
桃
露
を
和
し
て
種
え
、
日
逞

の
紅
杏
雲
に
倚
り
て
栽
う
。
芙
蓉
生
じ
て
秋
江
の
上
に
在
り
、
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東
風
に
向
か
わ
さ
れ
ば
怨
み
て
未
だ
開
ら
ず
）
（
「
上
局
侍
郎
」
）

千
里
鴬
啼
緑
映
紅
。
水
村
山
郭
酒
旗
風
。
南
朝
四
百
八
十
寺
。

多
少
楼
台
煙
雨
中
。
（
千
里
鴬
啼
き
て
緑
紅
に
映
ず
、
水
村
山

郭
酒
旗
の
風
。
南
朝
四
百
八
十
寺
、
多
少
の
楼
台
煙
雨
の
中
。
）

（
「
江
南
春
」
）

　
「
上
高
侍
郎
」
詩
は
、
第
一
聯
で
青
い
桃
（
碧
桃
）
と
赤
い
杏

（
紅
杏
）
と
二
句
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
物
を
、
第
二
聯
で
は
二
句
と

も
に
芙
蓉
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
「
江
南
春
」
詩
で
も
、
第
一

聯
で
は
そ
の
二
句
を
東
西
に
分
け
、
第
二
聯
で
は
二
句
と
も
に
寺

に
つ
い
て
詠
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
手
法
で
あ
れ
、
『
干
家
詩
』
の
風
景
描
写
は
概
ね
平

面
を
張
り
合
わ
せ
た
よ
う
な
傾
向
に
あ
り
、
深
く
掘
り
下
げ
て
個

人
の
繊
細
な
心
理
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
大
き
く
広
げ
て
人

間
の
普
遍
的
な
感
情
の
動
き
を
描
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
程
頴

二
〇
三
二
一
一
〇
八
五
）
「
春
日
偶
成
」
、
朱
熹
（
一
石
一
〇
上
二
〇
〇
）

「
春
日
」
、
楊
巨
源
「
城
東
早
春
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
。

雲
淡
風
軽
近
午
天
。
傍
花
隨
柳
過
前
川
。
時
人
不
識
余
心
楽
。

将
謂
倫
閑
學
少
年
。
（
雲
淡
く
風
軽
く
午
天
に
近
し
、
花
に
傍
い

柳
に
随
い
て
前
川
を
過
ぐ
。
時
人
は
識
ら
ず
余
心
楽
し
む
を
、

将
に
謂
わ
ん
閑
を
倫
み
て
少
年
を
學
ば
ん
と
す
と
。
）
（
「
春
日
偶

成
」
）

勝
日
尋
芳
泗
水
演
。
無
逞
光
景
一
時
新
。
等
閑
識
得
東
風
面
。

萬
紫
干
紅
總
是
春
。
（
勝
日
芳
を
泗
水
の
演
に
尋
ね
、
無
逞
の

光
景
　
一
時
に
新
た
な
り
。
等
閑
に
識
る
を
得
た
り
東
風
に
面
す

る
を
、
萬
紫
千
紅
總
て
是
れ
春
。
）
（
「
春
日
」
）

詩
家
清
景
在
新
春
。
緑
柳
才
黄
半
未
句
。
若
待
上
林
花
似
錦
。

出
門
倶
是
看
花
人
。
（
詩
家
の
清
景
は
新
春
に
在
り
、
獄
才
か

に
黄
半
ば
に
し
て
未
だ
句
わ
ず
。
若
し
上
林
の
花
の
錦
に
似
る
を

待
た
ば
、
門
を
出
て
倶
に
す
る
は
是
れ
花
を
看
る
人
な
り
。
）
（
「
城

東
早
春
」
）

　
こ
の
三
首
は
全
て
前
聯
で
風
景
描
写
、
後
聯
で
そ
の
風
景
を
下

敷
き
に
道
理
を
説
い
て
い
る
。
一
首
目
の
「
春
日
偶
成
」
は
、
詩

人
が
春
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出
掛
け
て
自
ら
の
閑
適
自
得
の
心
情
を

述
べ
、
春
を
謳
歌
す
る
少
年
の
よ
う
に
な
ろ
う
と
詠
い
、
そ
の
詩

意
は
春
を
謳
歌
す
る
の
は
必
ず
し
も
青
少
年
の
特
権
で
は
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
二
首
目
の
「
春
日
」
詩
は
、
作
者
が
あ
ふ
れ

る
春
の
日
差
し
の
中
で
、
万
物
が
生
を
新
た
に
し
て
全
て
が
隆
盛

を
迎
え
る
こ
と
を
悟
り
、
色
と
り
ど
り
の
花
々
が
咲
き
は
こ
る
こ
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と
は
春
の
面
目
躍
如
で
あ
り
、
そ
の
詩
意
は
万
物
が
咲
き
ほ
こ
る

と
い
う
、
そ
の
こ
と
に
こ
そ
真
理
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。

「
城
東
早
春
」
は
初
春
の
清
新
な
景
色
へ
の
喜
び
を
描
き
、
鋭
敏

な
詩
人
の
意
識
を
惹
き
つ
け
、
春
の
盛
り
の
満
開
の
花
を
錦
に
、

遊
覧
の
人
は
魚
の
群
れ
の
よ
う
で
、
春
の
光
景
が
喧
騒
に
変
わ
っ

て
、
春
も
盛
り
に
な
れ
ば
そ
の
風
景
か
ら
は
静
け
さ
や
雅
さ
と

い
っ
た
も
の
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
２
、
具
体
性
と
事
物
（
モ
チ
ー
フ
）

　
道
理
を
分
か
り
や
す
く
説
く
こ
と
の
ほ
か
に
、
『
干
家
詩
』
の

七
言
絶
句
詠
春
詩
で
は
、
モ
チ
ー
フ
を
分
か
り
易
く
、
は
っ
き
り

と
叙
述
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
中
で
も
花
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は

非
常
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
筆
者
の

統
計
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
八
首
の
七
言
絶
句
の
中
で
花
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
も
の
が
全
部
で
三
十
四
首
、
回
数
に
し
て
五
十
一

回
に
及
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
花
は
ど
れ
も

漠
然
と
し
た
表
現
で
、
精
確
に
表
現
し
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
で

あ
る
。
そ
の
語
句
を
例
に
あ
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
傍
花
」
、
「
尋
芳
」
、
「
萬
紫
干
紅
」
、
「
碧
桃
」
、
「
紅
杏
」

「
芙
蓉
」
、
「
春
色
満
園
」
、
「
看
花
」
、
「
桃
干
樹
」
、
「
桃
花
」
、

「
菜
花
」
、
「
花
開
紅
樹
」
、
「
花
有
清
香
」
、
「
荼
塵
」
、
「
花
形
」
、

「
花
想
容
」
、
「
飛
花
」
、
「
桃
紅
」
、
「
花
飛
」
、
「
落
花
」
、
「
楊

花
」
、
「
花
正
開
」
、
「
梅
粉
」
、
「
海
巣
」
、
「
百
般
紅
紫
」
、
「
残

花
」
、
「
緑
映
紅
」
、
「
花
似
錦
」
、
「
花
如
錦
」
、
「
花
睡
去
」
、

「
杏
花
」
、
「
花
間
藁
」
、
「
葉
底
花
」
、
「
玉
芙
蓉
」
、
「
饉
金
香
」

な
ど
。

　
こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
花
々
は
そ
の
品
種
を
特
定
す
る
も
の
は

少
な
く
、
そ
の
多
く
が
総
称
で
あ
り
、
特
定
し
て
い
る
も
の
も
、

桃
花
、
杏
花
、
芙
蓉
、
梅
花
、
楊
花
（
柳
架
）
、
荼
塵
（
ツ
バ
ナ
）
、

海
巣
、
饉
金
香
（
ウ
コ
ン
）
の
八
種
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
。
花

が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
登
場
す
る
の
が
五
十
一
回
の
う
ち
、
品
種
を

特
定
し
た
も
の
は
十
八
回
、
そ
の
内
訳
は
桃
の
花
が
五
回
、
杏
・

楊
花
が
三
回
、
荼
塵
・
芙
蓉
が
二
回
、
海
巣
・
梅
・
饉
金
香
が
一

回
ず
っ
で
、
桃
の
花
の
登
場
回
数
が
最
も
多
く
、
次
点
を
杏
花
と

楊
花
が
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
花
々
の
ほ
ぼ
全
て
は
『
詩
選
』

「
百
花
門
」
の
項
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
「
楊
花
」

の
み
が
『
詩
選
』
に
お
い
て
「
百
花
門
」
で
は
な
く
「
竹
木
門
」

に
楊
柳
類
と
し
て
収
録
さ
れ
、
『
干
家
詩
』
の
な
か
に
は
柳
が
登

場
す
る
詩
が
八
首
（
登
場
回
数
で
数
え
て
も
同
じ
く
八
回
）
あ
る
が
、
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そ
の
う
ち
の
四
首
が
柳
と
同
時
に
花
の
モ
チ
ー
フ
が
重
複
し
て
描

か
れ
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
花
の
モ
チ
ー
フ
を
描
い
た
す
ぐ
あ
と
に
、
花

を
伴
わ
な
い
樹
木
の
み
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
登
場
さ
せ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
八
首
に
見
え
る
語
句
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
傍
花
隨
柳
」
、
「
御
柳
斜
」
、
「
柳
紫
」
、
「
獄
」
、
「
煙
柳
」
、

「
楊
柳
風
」
、
「
翠
柳
」
、
「
楊
柳
月
」
。

　
さ
て
、
花
と
柳
の
モ
チ
ー
フ
の
他
に
、
『
干
家
詩
』
に
は
春
雨

や
霧
雨
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
詩
は
七
首
存
在
し
、
そ
の
う
ち
花
や

柳
の
モ
チ
ー
フ
と
重
複
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
四
首
あ
り
、

ま
た
、
こ
の
七
首
の
な
か
で
雨
や
霧
に
っ
い
て
の
言
及
は
十
一
回

に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
語
句
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
小
雨
」
、
「
潤
如
醇
」
、
「
煙
柳
」
、
「
香
霧
空
濠
」
、
「
浩
衣
欲

漏
」
、
「
杏
花
雨
」
、
「
春
潮
帯
雨
」
、
「
雨
前
」
、
「
雨
後
」
、
「
雨

紛
紛
」
、
「
作
雨
聾
」
な
ど
。

　
花
や
柳
の
モ
チ
ー
フ
が
視
覚
的
で
あ
る
一
方
、
雨
や
霧
が
我
々

に
与
え
る
感
覚
は
触
覚
で
あ
ろ
う
。
『
干
家
詩
』
の
な
か
で
、
聴

覚
に
訴
え
る
も
の
と
し
て
は
鳥
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

鳥
の
登
場
す
る
詩
は
計
十
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
花
、
柳
、
霧
雨
な

ど
の
モ
チ
ー
フ
と
同
時
に
使
わ
れ
て
い
る
詩
は
七
首
あ
る
。
鳥
あ

る
い
は
鳥
の
鳴
き
声
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
語
句
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

「
乱
鴬
啼
」
、
「
白
鷺
飛
」
、
「
燕
子
閑
」
、
「
林
鴬
啼
」
、
「
雙
雙

瓦
雀
」
、
「
燕
飛
来
」
、
「
子
規
」
、
「
啼
」
、
「
千
里
鴬
啼
」
、
「
黄

炉
」
、
「
深
樹
鳴
」
、
「
児
哺
」
な
ど
。
（
ま
た
、
こ
こ
に
挙
げ
た

鳥
に
関
わ
る
語
句
を
除
け
ば
、
他
の
動
物
は
「
蜂
蛯
」
が
一
例
あ

る
の
み
で
あ
る
。
）

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
詠
春
詩
四
十
八
首
の
う
ち
、

四
十
二
首
が
そ
れ
ぞ
れ
花
、
柳
、
雨
、
霧
、
鳥
の
モ
チ
ー
フ
を
用

い
た
作
品
で
あ
り
、
詩
語
を
単
位
と
す
る
な
ら
ば
花
が
五
十
一
回
、

柳
が
十
五
回
、
雨
・
霧
が
十
五
回
、
鳥
が
十
九
回
、
詩
中
に
登
場

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
中
心
的
な
モ
チ
ー
フ
を
使
用
す
る
四
十
二
首
を
除
い

た
残
り
の
六
首
の
詳
細
に
っ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
六
首
の

う
ち
三
首
が
応
制
詩
、
あ
る
い
は
朝
廷
や
科
挙
に
ま
っ
わ
る
も
の

で
、
す
な
わ
ち
蘇
弑
「
上
元
侍
宴
」
、
晃
説
之
（
一
〇
五
九
－
一
一

-
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二
九
）
「
打
球
圖
」
、
夏
疎
「
廷
試
」
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
歳
時

を
詠
っ
た
詩
と
し
て
王
駕
「
社
日
」
　
一
首
。
（
王
駕
の
生
没
年
は
未

詳
で
あ
る
が
、
唐
末
に
官
職
を
棄
て
て
隠
遁
し
た
人
物
で
あ
る
。
）
最
後

の
二
首
は
「
春
意
」
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、
李
渉
「
登
山
」
、

買
島
（
七
七
九
－
八
四
三
）
「
三
月
晦
日
送
春
」
で
あ
る
。
（
李
渉
も

ま
た
そ
の
生
没
年
に
っ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
安
禄
山
の
乱
前
後
の
人
物

で
あ
る
。
）
こ
れ
ら
の
詩
は
、
花
、
柳
、
雨
、
霧
、
鳥
な
ど
の
モ

チ
ー
フ
を
用
い
ず
に
、
ど
の
よ
う
に
春
を
表
現
す
る
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
。
順
が
逆
に
な
る
が
、
「
春
意
」
を
描
い
た
最
後
の
二
首

か
ら
詳
細
を
見
て
い
こ
う
。
こ
の
二
首
の
詩
は
と
も
に
惜
春
詩
で

あ
り
、
そ
の
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

終
日
昏
昏
酔
夢
間
。
忽
聞
春
轟
強
登
山
。
因
過
竹
院
逢
僧
話
。

又
得
浮
生
半
日
閑
。
（
終
日
昏
昏
と
し
て
酔
夢
の
間
、
忽
ち
春

の
婁
く
を
聞
き
強
い
て
山
に
登
る
。
因
り
て
竹
院
を
過
ぎ
て
僧
と

話
し
、
又
た
得
た
り
浮
生
の
半
日
の
閑
。
）

三
月
正
常
三
十
日
。
風
光
別
我
苦
吟
身
。
共
君
今
夜
不
須
睡
。

未
到
暁
鍾
猶
是
春
。
（
三
月
正
に
三
十
日
に
富
た
り
て
、
風
光

我
が
苦
吟
の
身
と
別
る
。
君
と
共
に
今
夜
睡
る
を
須
い
ず
、
未
だ

暁
鐘
に
到
ら
ざ
れ
ば
猶
お
是
れ
春
な
り
。
）

　
惜
春
詩
と
は
春
が
ま
さ
に
終
わ
ろ
う
と
す
る
の
を
惜
し
む
も
の

で
あ
り
、
詩
中
に
は
春
を
示
す
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
な
い
の

も
不
思
議
で
は
な
く
、
逆
に
春
が
一
瞬
の
光
の
よ
う
に
過
ぎ
行
き
、

追
い
か
け
て
も
追
い
っ
か
な
い
と
い
う
心
情
こ
そ
が
惜
春
詩
の
核

心
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
次
は
歳
時
に
関
わ
る
詩
、
王
駕
「
社
日
」
。

鶴
湖
山
下
相
梁
肥
。
豚
柵
難
棲
對
掩
扉
。
桑
柘
影
斜
春
社
歌
。

家
家
扶
得
酔
人
絹
。
（
親
潮
山
下
相
梁
肥
え
た
り
、
豚
柵
難
棲

對
い
て
扉
を
掩
う
。
桑
柘
影
斜
め
に
し
て
春
社
散
じ
、
家
家
酔
人

を
扶
け
得
て
昂
る
。
）
（
「
社
日
」
）

　
社
日
と
は
、
立
春
と
立
秋
か
ら
五
番
目
の
戊
の
日
に
土
地
の
神

を
祭
る
祝
日
の
こ
と
で
あ
る
。
詩
本
文
に
は
農
民
た
ち
が
豊
作
を

喜
び
祝
う
情
景
や
、
稲
や
ア
ワ
な
ど
の
穀
物
、
豚
や
鶏
な
ど
の
家

畜
、
桑
の
木
な
ど
典
型
的
な
農
家
の
風
物
が
描
か
れ
、
夕
暮
れ
時

に
酔
っ
払
い
な
が
ら
や
っ
と
家
に
辿
り
っ
く
と
い
う
、
祭
を
心
ゆ

く
ま
ま
に
楽
し
む
普
遍
的
な
雰
囲
気
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
詠
１
　
詩
四
十
八
首
は

ど
れ
も
春
の
詩
題
に
相
応
し
く
、
春
を
示
す
モ
チ
ー
フ
を
用
い
ず

-
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と
も
、
祭
日
の
日
常
風
景
の
雰
囲
気
が
春
を
十
分
に
演
出
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
三
首
、
す
な
わ
ち
応
制
詩
、
朝
廷

に
関
わ
る
訊
刺
詩
、
廷
試
（
科
挙
の
最
終
試
験
）
詩
は
、
こ
の
四
十

八
首
の
中
で
明
ら
か
に
異
質
な
も
の
で
あ
る
。

　
３
、
表
現
の
重
複
と
微
細
な
描
写

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
統
計
か
ら
、
春
の
風
景
を
描
写
す
る
に

は
春
を
表
す
モ
チ
ー
フ
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

ま
た
詠
春
詩
の
四
十
五
首
が
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
一
つ
の
詩
の

中
で
重
複
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
は
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
花
を
例
に
と
れ
ば
、
三
十

一
首
が
花
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
詩
で
は
花
が
幾
度

と
な
く
登
場
す
る
。
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来

る
だ
ろ
う
。

　
ａ
、
広
角
的
描
写
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
背
景

　
四
十
八
首
の
う
ち
七
首
が
広
角
的
描
写
の
例
と
し
て
挙
げ
る
こ

と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
そ
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
傍
花
隨
柳
過
前
川
（
花
に
傍
（
そ
）
い
柳
に
随
い
前
川
を
過

　
　
ぐ
）
」
　
（
程
「
春
日
偶
成
」
）

　
　
「
萬
紫
干
紅
總
是
春
（
萬
紫
千
紅
總
て
是
れ
春
な
り
）
」
　
（
朱

　
　
熹
「
春
日
」
）

　
　
「
千
里
鴬
啼
緑
映
紅
（
千
里
鴬
啼
き
て
緑
紅
に
映
ず
）
」
　
（
杜

　
　
牧
「
江
南
春
」
）

　
　
「
花
開
紅
樹
乱
鴬
啼
（
花
開
き
し
紅
樹
に
乱
鴬
啼
く
）
」
　
（
徐
元

　
　
恣
［
一
一
丸
四
？
－
こ
一
四
五
］
「
湖
上
」
）

　
　
「
紫
昭
紅
塵
彿
面
来
（
紫
昭
紅
塵
面
を
彿
い
て
来
た
り
）
」
　
（
劉

　
　
萬
錫
【
七
七
二
－
八
四
二
】
「
玄
都
観
桃
花
」
）

　
　
「
若
待
上
林
花
似
錦
（
若
し
上
林
の
花
の
錦
に
似
る
を
待
た
ば
）
」

　
　
（
楊
巨
源
「
城
東
早
春
」
）

　
　
「
洛
陽
三
月
花
如
錦
（
洛
陽
三
月
花
は
錦
の
如
し
）
」
（
劉
克
荘

　
　
「
鴬
稜
」
）

　
以
上
の
広
角
的
描
写
に
お
い
て
、
花
が
色
彩
を
備
え
た
背
景
と

な
り
、
春
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
花
を
登
場

さ
せ
る
意
図
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
傍
花
隨
柳
」
、
「
萬
紫
干
紅
」
、

「
緑
映
紅
」
、
「
花
開
紅
樹
」
、
「
紫
昭
紅
塵
」
、
「
花
似
錦
」
、
「
花
如

錦
」
と
い
っ
た
表
現
は
ど
れ
も
、
広
角
レ
ン
ズ
に
よ
っ
て
絞
り
込

む
よ
う
に
、
一
片
の
赤
い
花
弁
に
意
図
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

　
広
角
的
描
写
の
表
現
法
は
一
様
で
は
な
い
。
人
に
寄
り
か
か
ろ

う
と
す
る
「
傍
花
」
、
無
数
の
色
彩
に
取
り
囲
ま
れ
た
「
萬
紫
干

紅
」
、
対
照
的
な
色
で
際
立
つ
「
緑
映
紅
」
、
木
に
満
開
の
赤
い
花
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を
意
味
す
る
「
花
開
紅
樹
」
、
空
間
全
体
を
赤
く
染
め
っ
く
し
て

し
ま
う
よ
う
な
「
紫
昭
紅
塵
彿
面
来
」
、
錦
の
織
物
の
絢
爛
な
文

様
の
よ
う
な
色
彩
を
放
つ
「
花
似
錦
」
な
ど
、
一
ロ
に
広
角
と

い
っ
て
も
、
千
変
万
化
、
多
種
多
様
な
様
相
を
描
き
だ
し
、
そ
の

様
相
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
と
同
様
に
、
読
者
に
も
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
、
広
角
的
描
写
を
行
う
こ
と
で
あ
る
種
「
春
爛
漫
」
の
印

象
を
い
ず
れ
も
読
者
に
与
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ｂ
、
擬
人
法
を
用
い
た
花
の
表
現

四
十
八
首
の
中
で
、
四
首
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
花
有
清
香
月
有
陰
（
花
に
清
香
有
り
月
に
陰
有
り
）
」
（
蘇
弑

　
「
春
宵
」
）

　
「
月
移
花
形
上
欄
粁
（
月
移
り
花
影
欄
干
を
上
る
）
」
全
安
石

　
「
春
夜
」
）

　
「
雲
想
衣
裳
花
想
容
。
春
風
彿
檻
露
華
濃
（
雲
に
は
衣
裳
を
想

　
い
花
に
は
容
を
想
う
、
春
風
は
檻
を
彿
っ
て
露
華
濃
（
こ
ま
や
）

　
か
な
り
）
」
（
李
白
【
七
〇
Ｔ
七
六
二
】
「
清
平
調
」
）

　
「
荼
塵
香
夢
怯
春
寒
（
荼
塵
香
の
夢
春
寒
を
怯
ゆ
）
」
【
鄭
會

　
□
二
Ｉ
一
年
進
士
】
「
題
邸
開
壁
」
）

　
「
東
風
裏
裏
乏
崇
光
。
香
霧
空
濠
月
特
廊
。
ロ
ハ
恐
夜
深
花
睡

　
　
去
。
故
焼
高
燭
照
紅
牧
。
（
東
風
裏
裏
と
し
て
崇
光
を
乏
べ
。

　
　
香
霧
空
濠
と
し
て
月
は
廊
を
韓
が
る
。
只
だ
恐
る
夜
深
く
し
て

　
　
花
の
睡
り
去
く
を
、
故
に
高
燭
を
焼
き
て
紅
牧
を
照
ら
す
。
）
」
（
蘇

　
　
弑
「
海
巣
」
）

こ
れ
ら
の
例
は
月
下
或
い
は
深
夜
に
花
を
描
い
た
も
の
で
、
読
者

に
間
接
も
し
く
は
直
接
的
に
女
性
を
連
想
さ
せ
る
。
「
雲
想
衣
裳

花
想
容
。
春
風
彿
檻
露
華
濃
」
、
「
荼
塵
香
夢
怯
春
寒
」
、
「
只
恐
夜

深
花
睡
去
。
故
焼
高
燭
照
紅
牧
」
の
三
例
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。

「
雲
想
衣
裳
花
想
容
」
は
、
花
か
ら
佳
人
の
美
貌
を
連
想
さ
せ
る
。

こ
の
詩
は
本
来
揚
貴
妃
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
定
の
人
間

で
あ
る
こ
と
を
無
視
す
れ
ば
、
こ
の
詩
も
ま
た
女
性
を
描
い
た
も

の
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
花
の
香
り
は
詩
人
の
空
想
を

誘
う
に
相
応
し
く
、
更
に
続
く
下
旬
は
「
春
風
彿
檻
露
華
濃
」
と

し
て
、
春
風
が
欄
干
を
吹
き
ぬ
け
て
花
に
つ
い
た
夜
露
を
払
う
の

で
あ
る
。
「
濃
」
の
字
に
用
い
て
花
に
浮
か
ん
だ
夜
露
を
形
容
す

る
こ
と
で
、
読
者
に
そ
の
香
気
を
彷
彿
と
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

「
荼
塵
香
夢
怯
春
寒
」
は
よ
り
一
層
明
確
に
花
の
香
り
と
女
性
を

結
び
つ
け
て
お
り
、
表
現
の
方
法
は
複
雑
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
荼
塵
の
花
の
香
り
が
愛
妻
の
夢
の
中
に
入
り
込
み
、

夜
更
け
に
彼
女
を
目
覚
め
さ
せ
、
春
の
夜
の
肌
寒
さ
を
覚
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
三
例
目
の
「
東
風
農
裂
乏
崇
光
。
香
霧
空
濠

ｎ



月
特
廊
。
只
恐
夜
深
花
睡
去
。
故
焼
高
燭
照
紅
牧
」
で
は
、
春
、

花
の
香
、
月
夜
、
女
性
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
り
緊
密
な
結
び
っ

き
を
与
え
て
い
る
。
月
が
か
す
む
な
か
、
そ
よ
風
が
い
っ
ぱ
い
に

咲
き
ほ
こ
る
海
巣
の
花
を
な
び
か
せ
、
転
じ
て
辺
り
に
花
の
香
が

漂
い
、
海
巣
が
夜
の
う
ち
に
眠
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
詩
人
は
案
じ
、

蝋
燭
に
火
を
と
も
し
て
花
々
を
照
ら
す
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
三
首
の
詩
の
描
写
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、
こ
こ

で
も
う
一
度
「
花
有
清
香
月
有
陰
」
「
月
移
花
影
上
欄
粁
」
の
二

句
を
再
読
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
詩
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
出

す
こ
と
は
難
く
な
い
。
こ
れ
ら
も
ま
た
花
を
女
性
の
比
喩
と
し
た

も
の
で
、
そ
の
表
現
は
や
や
複
雑
な
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

月
夜
に
花
の
香
と
女
性
が
と
も
に
登
場
す
る
の
は
伝
統
的
な
中
国

古
典
詩
の
中
で
も
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
出
来
、
と
り
わ
け
閏
怨

詩
は
そ
の
傾
向
が
高
く
、
『
干
家
詩
』
の
こ
れ
ら
の
詩
は
閏
怨
を

主
題
と
し
た
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
閏
怨
詩
の
色
調
を
帯
び

た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ｃ
、
散
る
花
の
描
写

　
花
に
関
す
る
も
の
の
中
で
も
、
こ
の
項
の
例
は
最
も
多
く
、
計

十
一
首
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
「
顛
狂
柳
紫
隨
風
舞
。
軽
薄
桃
花
逐
水
流
（
顛
狂
の
柳
架
風

に
隨
い
て
舞
い
、
軽
薄
の
桃
花
氷
を
逐
い
て
流
る
）
」
（
杜
甫
「
漫

興
」
五
）

「
重
重
畳
畳
上
瑶
台
。
幾
度
呼
童
掃
不
開
（
重
重
畳
畳
と
し
て

瑶
台
に
上
る
、
幾
度
と
童
を
呼
び
掃
く
も
開
か
ず
）
」
（
謝
彷
得

「
花
影
」
）

「
細
敷
落
花
因
坐
久
（
細
か
に
落
花
を
敷
う
る
は
坐
る
こ
と
久
し

き
に
因
る
）
」
（
王
安
石
「
北
山
」
）

「
穆
径
楊
花
鋪
白
毬
。
貼
渓
荷
葉
巻
青
銭
（
径
に
穆
す
る
楊
花

白
毬
を
鋪
き
、
渓
に
黙
ず
る
荷
葉
青
銭
を
畳
む
）
」
（
杜
甫
「
漫
興
」

七
）

「
雨
前
初
見
花
間
藁
。
雨
後
全
無
葉
底
花
（
雨
前
初
め
て
花

間
の
薬
を
見
る
も
、
雨
後
全
く
葉
底
の
花
無
し
）
」
（
王
駕
「
春

晴
」
）

「
門
外
無
人
間
落
花
。
緑
陰
再
再
遍
天
涯
（
門
外
人
落
花
を

問
う
無
く
、
緑
陰
再
再
と
し
て
天
涯
に
遍
く
す
）
」
（
曹
幽
「
春

暮
」
）

「
炉
花
風
雨
更
相
催
・
：
莫
遣
紛
紛
貼
翠
苔
（
花
を
炉
み
風
雨

更
ご
も
相
催
す
…
紛
紛
と
し
て
翠
苔
に
黙
し
む
な
か
れ
）
（
朱
淑
真

「
落
花
」
）

コ
叢
梅
粉
掴
残
牧
。
塗
抹
新
紅
上
海
巣
。
開
到
荼
炉
花
事

了
。
絲
絲
天
韓
出
荷
培
（
一
叢
の
梅
粉
残
牧
槌
せ
、
新
紅
を
塗
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抹
す
海
巣
に
上
る
。
開
き
て
荼
塵
に
到
り
花
事
了
れ
ば
、
絲
絲

と
し
て
天
辣
薙
培
に
出
づ
）
」
（
王
洪
「
春
暮
游
小
園
」
）

「
雙
雙
瓦
雀
行
書
案
。
貼
貼
楊
花
入
硯
池
（
雙
雙
た
る
瓦
雀

書
案
に
行
き
、
黙
黙
た
る
楊
花
硯
池
に
入
る
）
」
（
葉
采
「
暮
春
即

事
」
）

「
草
木
知
春
不
久
姉
。
百
般
紅
紫
門
芳
非
（
草
木
春
の
久
し

く
昂
ら
ざ
る
を
知
り
、
百
般
の
紅
紫
門
芳
非
た
り
）
」
（
韓
愈
［
七

六
八
－
八
二
四
］
「
晩
春
」
）

「
三
月
残
花
落
更
開
。
小
槍
日
日
燕
子
来
（
三
月
残
花
落
ち

て
更
に
開
き
、
小
櫛
日
日
燕
子
来
た
る
）
（
王
令
「
送
春
」
）

　
こ
れ
ら
十
一
首
に
見
え
る
花
の
散
る
様
子
は
き
わ
め
て
精
彩
に

富
ん
で
い
る
。
「
細
敷
落
花
因
坐
久
」
「
炉
花
風
雨
更
相
催
・
：
莫
遣

紛
紛
貼
翠
苔
」
「
雙
雙
瓦
雀
行
書
案
。
貼
貼
楊
花
人
硯
池
」
は
、

花
弁
が
は
ら
は
ら
と
散
っ
て
い
く
様
子
を
描
き
、
散
る
と
い
っ
て

も
、
あ
る
も
の
は
風
雨
に
打
た
れ
て
「
翠
苔
」
の
上
に
、
ま
た
あ

る
も
の
は
「
硯
池
」
の
中
に
散
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
人
間
を
座

ら
せ
、
そ
の
花
び
ら
を
「
細
敷
」
さ
せ
る
な
ど
様
々
で
あ
る
。

　
当
然
な
が
ら
花
が
散
っ
た
こ
と
を
人
間
に
悟
ら
せ
な
い
も
の
も

あ
り
、
目
に
う
つ
る
情
景
が
突
如
別
の
も
の
に
変
化
し
て
い
る
様

子
を
表
現
し
て
い
る
の
は
、
「
雨
前
初
見
花
間
藁
。
雨
後
全
無
葉

底
花
」
「
門
外
無
人
間
落
花
。
緑
陰
再
再
遍
天
涯
」
の
二
首
で
あ

る
。
前
者
は
、
雨
の
前
に
は
花
の
芯
が
結
ぼ
れ
て
い
る
の
を
見
る

こ
と
が
出
来
た
の
に
、
雨
の
後
に
は
花
が
雨
に
打
た
れ
て
全
て

散
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
詠
う
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
後
者
は
門

の
外
に
花
が
散
っ
た
か
を
気
づ
か
う
人
も
な
く
、
気
づ
け
ば
辺
り

の
風
景
が
ゆ
っ
た
り
と
茂
っ
た
緑
の
木
陰
に
変
わ
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。

　
花
の
散
っ
た
後
、
そ
の
花
び
ら
が
点
々
と
散
っ
て
数
え
ら
れ
る

ほ
ど
で
あ
る
場
合
の
他
に
、
敷
き
つ
め
る
よ
う
に
無
数
に
降
り
積

も
る
場
合
も
あ
る
。
「
顛
狂
柳
紫
隨
風
舞
。
軽
薄
桃
花
逐
水
流
」

で
は
、
桃
花
が
突
然
の
大
風
に
見
舞
わ
れ
、
い
き
な
り
河
水
に
散

り
落
ち
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
「
重
重
畳
畳
上
瑶
台
。

幾
度
呼
童
掃
不
開
」
で
表
現
さ
れ
る
落
花
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
い

く
ら
掃
い
て
も
掃
き
尽
く
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
散
っ
た
花
が
一
面
に
厚
く
降
り
積
も
る
様
子
を
連
想
さ
せ
ら

れ
る
。
「
穆
径
楊
花
鋪
白
毬
」
で
は
、
落
ち
た
楊
花
（
柳
架
）
が

ま
る
で
米
粒
が
地
面
を
埋
め
つ
く
し
た
よ
う
に
降
り
積
も
り
、
そ

れ
は
ま
る
で
白
い
絨
毯
を
敷
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
と
詠
っ
て
い

　
ま
た
、
花
散
る
頃
、
人
は
春
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、
花
も
こ
の

世
に
未
練
を
覚
え
て
懸
命
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
と
い
う
視
点
か
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ら
描
き
だ
す
も
の
も
あ
る
。
「
草
木
知
春
不
久
姉
。
百
般
紅
紫
門

芳
非
」
と
コ
二
月
残
花
落
更
開
。
小
槍
日
日
燕
子
来
」
の
二
首
が

そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
例
に
あ
げ
て
き
た
十
首
は
い
ず
れ
も
花
の
散
る
様
子

を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
後
の
一
首
は
散
る
花
の
順
を

詠
っ
た
王
洪
の
「
春
暮
游
小
園
」
で
あ
る
。
「
一
叢
梅
粉
掴
残
牧
。

塗
抹
新
紅
上
海
巣
。
開
到
荼
炉
花
事
了
。
絲
絲
天
韓
出
荷
培
」
と

異
な
っ
た
品
種
の
花
の
盛
衰
が
順
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
ず
梅

の
花
が
咲
き
終
わ
っ
た
あ
と
に
、
海
巣
の
花
が
咲
き
、
続
い
て
荼

塵
の
花
が
咲
き
、
春
の
花
が
全
て
咲
き
尽
く
し
た
後
、
糸
状
の
韓

が
高
々
と
伸
び
て
苔
の
生
え
た
垣
根
に
っ
た
う
様
子
を
詠
っ
て
い

三
、
結

び

　
民
間
類
書
の
『
錦
繍
萬
花
谷
』
は
、
『
詩
選
』
の
底
本
の
一
つ

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
錦
繍
萬
花
谷
』
巻
七
に
は
二

十
五
種
類
の
植
物
の
名
が
見
え
、
そ
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ

　
　
竹
、
笹
、
墨
竹
、
柳
、
梅
、
黄
梅
、
蝋
梅
、
紅
梅
、
牡
丹
、

　
　
紅
薬
、
海
巣
、
桃
花
、
李
花
、
梨
花
、
杏
花
、
除
醸
、
蓮
花
、

　
　
白
蓮
、
木
犀
、
水
仙
、
山
岩
、
落
花
、
總
草
木
、
芸
、
合
歓

　
　
丹
韓

　
一
方
、
『
干
家
詩
』
詠
春
詩
の
中
に
登
場
す
る
植
物
は
九
種
類

に
過
ぎ
ず
、
『
錦
綿
萬
花
谷
』
と
共
通
す
る
も
の
は
柳
、
梅
、
海

巣
、
桃
花
、
杏
花
、
荼
塵
の
六
種
類
で
あ
る
。
除
醗
は
お
そ
ら
く

荼
塵
の
こ
と
で
あ
り
、
と
も
に
春
に
咲
く
花
で
あ
る
こ
と
、
『
錦

繍
萬
花
谷
』
の
「
除
醗
」
項
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
が
『
詩
選
』

で
は
「
荼
塵
」
項
の
詩
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
一

の
花
と
し
て
推
測
で
き
る
。

　
『
詩
選
』
の
「
百
花
門
」
「
竹
木
門
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
植
物

は
以
下
の
通
り
。

　
　
梅
花
、
桃
花
、
杏
花
、
梨
花
、
海
巣
、
牡
丹
、
萄
薬
、
瑞
香
、

　
　
荼
塵
、
荷
花
、
蓮
花
、
蕩
枝
、
芙
蓉
、
桂
花
、
菊
花
、
蘭
花
、

　
　
薔
薇
、
葵
花
、
芭
蕉
、
玉
藁
花
、
橘
花
、
山
茶
、
竹
、
松
、

　
　
楊
柳
、
百
草

　
上
記
の
植
物
は
『
錦
繍
萬
花
谷
』
に
比
べ
る
と
Ｉ
種
類
多
い
の

み
で
、
梅
、
海
巣
、
桃
花
、
杏
花
、
荼
塵
、
芙
蓉
、
楊
、
楊
の
八

種
類
は
『
干
家
詩
』
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
饉
金
香
の
み
が

『
干
家
詩
』
に
あ
っ
て
『
詩
選
』
で
は
見
ら
れ
な
い
植
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
饉
金
香
は
李
白
の
「
客
中
行
」
に
登
場
す
る
と
き
に
は

酒
を
形
容
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
、
よ
り
厳
密
に
言
う
な
ら
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ば
饉
金
香
は
詩
文
の
描
写
対
象
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と

す
る
と
、
『
詩
選
』
に
見
え
る
花
の
名
は
『
干
家
詩
』
に
も
全
て

登
場
し
て
い
る
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。

　
『
詩
選
』
と
『
干
家
詩
』
は
と
も
に
詩
選
集
で
あ
り
、
総
合
的

な
類
書
と
し
て
の
形
式
を
も
っ
『
錦
繍
萬
花
谷
』
と
は
異
な
り
、

花
の
名
は
詩
の
吟
詠
対
象
と
な
っ
て
は
じ
め
て
選
集
に
収
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
一
方
『
錦
繍
萬
花
谷
』
に
収
録
さ
れ
る
植
物
に

と
っ
て
は
、
日
常
生
活
に
頻
繁
に
登
場
す
る
か
ど
う
か
が
重
要
で

あ
る
の
だ
ろ
う
。
『
干
家
詩
』
四
十
八
首
の
う
ち
、
花
に
言
及
す

る
も
の
が
五
十
一
回
に
対
し
て
、
品
種
を
特
定
す
る
花
が
十
八
回

で
半
数
近
く
あ
り
、
少
な
い
と
は
言
え
な
い
の
だ
が
、
こ
の
こ
と

は
編
纂
者
の
審
美
眼
や
、
日
常
生
活
を
題
材
に
志
向
す
る
宋
詩
の

傾
向
と
も
関
係
か
お
る
。
詩
中
の
植
物
が
明
確
な
名
と
形
を
備
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
詩
人
の
外
物
に
対
す
る
関
心
を
意
味
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
花
は
も
は
や
抽
象
的
な
形
と
し
て
登
場
す
る

の
で
は
な
く
、
詩
の
内
容
の
主
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
『
錦
繍

萬
花
谷
』
と
『
初
学
記
』
の
植
物
の
名
称
を
比
較
す
れ
ば
、
こ
の

違
い
は
よ
り
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
『
初
学
記
』
で
植
物

の
名
が
記
載
さ
れ
る
の
は
「
果
木
部
」
の
み
で
、
「
花
部
」
と
い

う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
収
録
さ
れ
て
い
る
植
物
は
、
李
、
奈
、
桃

楼
桃
、
掛
、
栗
、
梨
、
甘
、
橘
、
梅
、
石
榴
、
瓜
、
松
、
柏
、
槐

桐
、
柳
、
竹
の
1
8
種
類
で
あ
り
、
『
錦
繍
萬
花
谷
』
に
比
べ
る
と

は
る
か
に
少
な
く
、
ま
た
実
用
性
が
高
く
、
ほ
と
ん
ど
が
観
賞
用

で
は
な
く
食
用
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
『
初
学
記
』
に

は
花
部
が
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
花
が
季
節
の
雰
囲
気
を

表
現
し
う
る
と
い
う
概
念
は
唐
代
以
降
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
人
が
編
纂
し
た
『
唐
詩
類
苑
』
に
は
花
木
類
の
中
に
花
部
三
十

八
種
類
、
草
部
四
十
四
種
類
、
果
部
十
七
種
類
、
木
部
三
十
二
種

類
の
植
物
が
収
録
さ
れ
、
『
詩
選
』
や
『
錦
繍
萬
花
谷
』
等
の
類

書
に
比
較
的
近
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
『
干
家
詩
』
は
一
般
に
普
及
し
た
童
蒙
書
で
あ
り
、
そ
の
半
数

以
上
の
詩
を
『
詩
選
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
『
詩

選
』
の
底
本
と
し
た
大
部
分
は
民
間
類
書
で
、
あ
る
意
味
『
詩

選
』
も
類
書
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
類
書
を
基
礎

に
分
類
を
用
い
て
体
系
的
な
入
門
詩
選
集
を
編
纂
す
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
我
々
は
何
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
の
な
か
で
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
が
『
干

家
詩
』
の
長
所
と
し
て
四
時
分
類
で
、
そ
の
精
粋
と
い
え
る
の
が

こ
の
七
言
絶
句
の
部
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
成
果
を
礎
に
し
て
、
筆
者
は
四
時
分
類
の
特
徴
か
ら
『
干
家

詩
』
の
分
析
を
試
み
、
四
時
分
類
と
関
係
の
深
い
い
く
っ
か
の
モ

チ
ー
フ
が
集
中
し
て
用
い
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
多
方
向
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か
ら
描
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
一
の
モ
チ
ー
フ
を
そ
れ
ぞ
れ

繊
細
か
つ
繁
華
な
姿
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
『
干
家
詩
』
の
登
場
以
前
は
、
こ
の
種
の
学
習
方
法
は
、
一

般
読
者
に
と
っ
て
は
類
書
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
朝
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
選
集
『
文
選
』
は

文
体
の
分
類
に
よ
っ
て
配
列
が
行
わ
れ
、
賦
、
詩
、
騒
、
表
、
上

書
、
啓
、
弾
事
な
ど
の
文
体
の
下
に
、
賦
を
例
に
す
る
と
、
京
都
、

郊
祀
、
耕
籍
、
政
猟
、
紀
行
、
遊
資
、
宮
殿
、
江
海
、
物
色
、
鳥

獣
、
志
、
哀
傷
、
論
文
、
音
楽
、
情
と
い
っ
た
主
題
に
よ
る
分
類

が
行
わ
れ
て
い
る
。
『
文
選
』
は
唐
代
の
科
挙
を
受
験
す
る
よ
う

な
読
書
人
ら
に
と
っ
て
必
読
の
詩
選
で
あ
り
、
『
蓼
文
類
聚
』
『
初

学
記
』
の
よ
う
な
必
読
の
類
書
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
、

民
間
類
書
に
注
目
す
る
人
が
少
な
く
、
そ
こ
で
本
稿
で
は
民
間
類

書
と
『
干
家
詩
』
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
、
両
者
が
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
い
わ
ば
幼

稚
な
童
蒙
書
は
常
に
批
判
に
晒
さ
れ
、
ま
た
正
面
か
ら
研
究
す
る

者
も
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
非
常
に
多
く
の
著
名
な
学

者
た
ち
が
、
幼
き
日
に
こ
れ
ら
の
浅
薄
な
童
蒙
書
あ
る
い
は
類
書

を
読
み
、
影
響
を
受
け
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

民
間
類
書
が
童
蒙
書
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
研
究

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
は
ご
く
初
歩
的
な
試
み
に
す

ぎ
な
い
。

　
ま
た
、
『
干
家
詩
』
が
人
事
に
言
及
す
る
も
の
が
比
較
的
少
な

い
と
い
う
こ
と
は
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ

と
で
あ
る
が
、
四
十
八
首
の
詠
春
詩
の
分
析
か
ら
判
明
し
た
の
は
、

詩
中
で
描
か
れ
た
人
事
に
か
か
わ
る
内
容
も
、
た
と
え
そ
れ
が
深

奥
な
意
味
と
背
景
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
詩
本
文
は
表
面
的

な
理
解
も
可
能
で
、
複
雑
な
歴
史
を
引
き
ず
ら
な
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
十
八
首
の
詠
春
詩
の
大
部
分
は
春
の
景

色
を
詠
み
、
風
景
描
写
の
な
か
で
感
情
の
ほ
と
ば
し
り
を
見
せ
る

も
の
で
、
中
国
古
典
詩
歌
は
抒
情
を
伝
統
と
し
て
き
た
よ
う
に
、
　
　
一

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
風
景
描
写
か
ら
一
歩
進
め
て
情
景
描
写
と
な
り
、
　
1
6

こ
れ
は
典
型
的
な
手
法
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
Ｉ
『
干
家
詩
』
　
　
　
一

の
七
言
絶
句
は
、
風
景
描
写
の
初
歩
的
訓
練
と
し
て
集
め
ら
れ
た

よ
う
に
も
想
像
で
き
る
。
入
門
者
は
自
然
の
季
節
天
候
の
変
化
を

感
知
す
る
繊
細
な
感
受
性
と
そ
の
表
現
能
力
を
磨
き
、
将
来
こ
れ

を
基
礎
に
独
自
の
思
考
が
深
ま
れ
ば
、
風
景
描
写
と
い
う
武
器
に

よ
っ
て
自
己
の
感
情
表
現
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
。
『
干
家
詩
』
七
言
絶
句
は
ま
た
、
人
門
者
た
ち
が
将
来
自
分

の
色
彩
で
塗
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
広
い
下
地
を
提
供
し
て
い
る

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。



［付録］

『千家詩』昧春詩のモチーフ分類統計（１）

謂扁
冶SaS:::::::::::::::::::::: ∃m∃mﾖﾖｰ胆m∃mﾖﾖ

綴器 隠肖震
ﾖﾖﾖﾖ暁きﾖﾖﾖ∃ｍﾖﾖきgﾖﾖi自ﾖﾖﾖ

回回目皿躊躇
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「春日偶成」程頴 １ １ 傍花隨柳

「春日」朱熹 ２ 尋芳（１）

萬紫千紅（１）

「春宵」蘇弑 １ 花有清香

「城東早春」楊巨源 ２ １ 緑柳（１）

花似錦（１）

看花人（１）

「春夜」王安石 １ 花形
「初春小雨」韓愈 ３ 小雨（１）

潤如麻（１）

煙柳（１）

「元日」王安石 １ 新橋
「上元侍宴」蘇弑

「立春偶成」張紙 ２ 草木知（１）

緑参差（１）

「打球圖」見胆之

「官制」王建 １ 玉芙蓉

「廷試」夏諌

「豚草請宿」杜常 １ 作雨磐

「清平調」李白 １ １ 花想容（１）

春風（１）

「頭部開墾」鄭會 １ １ 荼藤（１）

燕子閑（１）

「絶句」杜甫 １ ２ 両個黄鵬（１）

翠柳（１）

一行白鷺（１）

「海案」蘇試 １ １ 香霧空濠（１）

花睡去（１）

「清明」杜牧 １ １ 雨紛紛（１）

杏花村（１）

「清明」魏野 １ 無花（１）

「靴日」王駕

「寒食」韓矧 １ １ １ 飛花（１）

御柳斜（１）

軽煙（１）

「江南春」杜牧 １ １ １ １ 千里鶯啼（１）

緑映紅（２）

煙雨（１）

-
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『千家詩』昧春詩のモチーフ分類統計（２）

雛鰯
Ｍ

既誌 I S I I I ■ I I I I I ■ I I I I I ■ I I I I I ■

ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ 闇 ｮ 1 1 ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ ｮ

ｌ

胆隠|鮒腫|||||圖昌鸚
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け n 登 j I I I I I ■ I I I I I ■ I I I I I ■ I I I I I ■ 回 湘 : : : : : : : : : :

ｮ皿皿ｮｮ皿ｮ謬 -

「上高侍郎」高嫌 ３ １ 碧桃（１）

紅杏（１）

芙蓉（１）

露種（１）

「絶句」健志南 ２ ２ 古木（１）

濡衣欲漏（１）

杏花雨（１）

楊柳風（１）

「造園不値」葉紹翁 ２ 春色満園（Ｏ

紅杏（１）

「客中行」李白 １ 僻金香

「題屏」劉季孫 ２ 燕子（１）

粗噛（１）

「侵襲」杜甫 １ １ 柳紫（１）

桃花（１）

「慶全庵桃花」謝彷得 ２ 桃紅（１）

花飛（１）

「玄都観桃花」劉馬鎧 ２ １ 紫吊紅塵（１）

看花（１）

桃千樹（１）

「再道玄都観」劉高揚 ３ 桃花（１）

種桃（１）

菜花（１）

「滑州西澗」霖唐物 １ ２ 黄鸚（１）

深樹鳴（１）

春潮帚雨（１）

「花形」謝彷得 １ 花形（１）

「北山」王安石 １ 落花（１）

「湖上」徐元恣 １ ２ 花開紅樹（１）

亀鶯啼（１）

白鷺飛（１）

「膜質」杜甫 １ １ 楊花（１）

亮雛（１）

「春晴」王駕 ３ １ 花間蕊（１）

葉底花（１）

春色（１）

雨前（１）

雨後（１）

「春暮」曹醐 １ １ 落花（１）

林鶯啼（１）

-
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『千家詩』味春詩のモチーフ分類統計（３）

昌義 贈
Ｕ
Ｈ
Ｕ
Ｈ
Ｕ
Ｈ
Ｕ

鸚
｜

胆隠|鮒腫|||| 圖昌鸚 ｜回 ｓｮｍｮｮｮｮ
I I X S ■ I I I I I ■ I I I I I ■ I I I I I ■ I I I I

「落花」朱淑真 ３ １ 花正開（１）

炉花（１）

黙翠苔（１）

風雨（１）

「春暮遊小園」王洪 ３ 梅粉（１）

海業（１）

荼扉（１）

「鶯検」劉克荘 １ ２ ２ 鶯検（１）

擲柳（１）

遷喬（１）

交交（扇情，１）

花如錦（１）

「暮春即事」葉采 １ １ 雙雙瓦雀（１）

楊花（１）

「登山」李渉

「茸婦吟」謝彷得 １ １ 子規（１）

楊柳月（１）

「晩春」韓愈 ３ １ 草木（１）

百般紅紫（１）

楊花（１）

作雪飛（１）

「傷春」楊萬里 １ 看花
「浪界」王令 １ ３ 残花（１）

燕飛来（１）

子規（１）

啼（１）

「二月晦日逡春」資高

I苔I賑
Ｈ

ｌ 圓圖圖 昌 回||暦胆皿| mlllllⅢ回目|胆回
ｌ皿| 闘 ｎ

國 腿

(作者は香港教育学院中文系副教授、訳者は渡澄登紀、京都大学大学院博士課程)
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注
（
Ｉ
）
　
『
績
修
四
庫
全
書
』
編
纂
委
貝
會
編
、
『
績
修
四
庫
全
書
・
経
部

　
　
　
小
學
類
』
（
清
乾
隆
十
六
年
掴
氏
無
不
宜
寮
刻
木
影
印
、
上
海
、

　
　
　
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
丸
九
五
－
ニ
Ｏ
Ｏ
二
）
、
倦
一
丸
四
、
三

　
　
　
四
七
頁
。

（
２
）
　
李
更
・
陳
新
、
『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
子
家
詩
選
』
考
述
（
『
分

　
　
　
門
纂
類
唐
宋
時
賢
子
家
詩
選
』
（
傅
為
劉
克
荘
編
集
、
李
更
・

　
　
　
陳
新
校
謐
、
北
京
、
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
十
二

　
　
　
月
）
、
九
〇
六
－
九
〇
八
頁
。

（
３
）
　
劉
鵠
『
老
残
遊
記
』
（
北
京
、
人
民
文
學
出
版
社
、
一
丸
八
二

　
　
　
年
四
月
）
、
七
四
頁
。

（
４
）
　
李
宗
為
校
注
講
析
、
『
干
家
詩
・
神
童
詩
・
績
神
童
詩
』
（
上
海
、

　
　
　
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
）
、
五
八
頁
。

（
５
）
　
李
宗
為
、
六
六
頁
。

（
６
）
　
李
宗
為
、
二
八
頁
。

（
７
）
　
李
宗
為
、
五
三
頁
。

（
８
）
　
李
宗
為
、
十
七
頁
。

（
９
）
　
李
宗
為
、
十
五
頁
。

（
1
0
）
　
李
宗
為
、
三
二
頁
。

（
Ｈ
）
　
李
宗
為
、
四
一
頁
。

（
1
2
）
　
李
宗
為
、
四
〇
頁
。

（
1
3
）
　
李
宗
為
、
十
三
頁
。

（
1
4
）
　
李
宗
為
、
十
四
頁
。

（
1
5
）
　
李
宗
為
、
十
六
頁
。

（
1
6
）
　
李
宗
為
、
六
二
頁
。

（
1
7
）
　
李
宗
為
、
六
七
頁
。

（
1
8
）
　
李
宗
為
、
三
七
頁
。

（
1
9
）
　
李
更
・
陳
新
「
『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
平
家
詩
選
』
考
述
」
、

　
　
　
『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
平
家
詩
選
』
（
前
掲
書
、
八
九
六
－
九
〇

　
　
　
〇
頁
。
）

（
2
0
）
　
中
国
古
典
詩
歌
が
実
用
的
な
果
実
類
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
最

　
　
　
初
に
指
摘
し
た
の
は
水
上
静
夫
氏
（
一
丸
二
二
古
『
中
国
古
代

　
　
　
の
植
物
学
の
研
究
』
（
東
京
一
角
川
書
店
、
一
丸
七
七
年
四
月

　
　
　
初
版
、
一
丸
八
二
年
九
月
再
版
）
で
あ
る
。
ま
た
小
川
環
樹
氏

　
　
　
二
九
一
〇
－
一
九
九
三
）
は
そ
の
名
著
『
大
自
然
對
人
類
懐
好

　
　
　
意
鴎
？
－
宋
詩
的
擬
人
法
』
の
中
で
、
宋
詩
の
特
徴
は
日

　
　
　
常
性
に
あ
り
、
自
然
を
人
に
親
し
み
深
い
も
の
と
さ
せ
る
こ
と

　
　
　
で
末
代
か
ら
擬
人
法
が
始
ま
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
小

　
　
　
川
環
樹
・
譚
汝
謙
編
、
譚
汝
謙
・
陳
志
誠
・
梁
國
豪
共
訳
『
論

　
　
　
中
國
詩
』
（
香
港
、
香
港
中
文
出
版
社
、
一
九
八
六
）
、
八
三
－
九
〇

　
　
　
頁
）
。
こ
の
他
、
小
川
博
士
は
、
宋
以
前
の
中
国
詩
歌
が
植
物

　
　
　
の
名
称
を
特
定
す
る
例
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
宋
人
の
中
で
は

　
　
　
陸
游
の
詩
に
植
物
の
名
称
が
最
も
多
く
登
場
し
、
こ
れ
が
陸
游

　
　
　
の
特
色
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
（
参
考
『
小
川
環
樹
著
作

　
　
　
集
』
三
巻
）
。

（
2
1
）
　
中
島
敏
夫
編
、
『
唐
詩
類
苑
』
第
六
巻
、
三
三
八
－
三
三
九
頁
。

（
９
９
一
）
　
葛
兆
光
は
か
つ
て
『
中
國
思
想
史
』
の
中
で
多
く
の
用
例
を
指

　
　
　
摘
し
て
い
る
。
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